
ジュビロ磐田U-12国際サッカー大会2026 競技規定 
 
(1)「競技規則」 

日本サッカー協会制定の「サッカー競技規則2025/26」による。 
 
(2)「マッチコーディネーションミーティング」※審判育成の観点から 

競技開始45分前に、各会場の本部テントにてマッチコーディネーション 
ミーティングを行う。 
 

(3)「エントリー表(PLAYERS LIST)」 
大会へのエントリー選手は最大30名、スタッフは5名とする。 

 
(4)「メンバー表(START LIST)」 

ベンチ入りできる人数は、23名(チーム役員5名・選手18名)を上限とする。 
メンバー表(START LIST)は、競技開始45分前のマッチコーディネーション 
ミーティングの際に、先発メンバー11名と控え選手7名にマークを入れて2部 
(本部用・相手チーム用)提出する。 
スターティングメンバーは試合開始10分前に各会場本部にてメンバーチェックを 
行う。 
選手の体調等の理由により、メンバー表提出後にメンバー変更をせざるを得ない 
場合には変更を認める。 

 
(5)「選手交代」 

選手交代の人数制限はなし。また、交代選手が再出場することも認める。 
 
(6)「ユニフォーム」 

(6)-1​ ユニフォーム(シャツ・ショーツ・ストッキング)については、正の他に副と 
して、正と色彩が異なり、判断しやすいユニフォームを参加申込書に記載し、各

試合に必ず携行すること。(FP・GK用共)　また、ユニフォームの色の参加申込締
切以後の変更は認めない。 

(6)-2​ シャツの前面・背面に参加申込書に登録した選手番号を付けること。 
ショーツの選手番号については、付けることが望ましい。 

(6)-3​ 選手番号については、試合ごとに提出するメンバー表に明記すること。 
(試合ごとの選手番号の変更は可) 
 

(7)「退場/警告」 
(7)-1​ 本大会において退場を命じられた選手は、次の1試合に出場できず、それ以降 

の処置については、本大会の規律委員会において決定する。 
(7)-2​ 本大会期間中に警告を2回受けた者は、次の1試合に出場できない。 
 

(8)「テクニカルエリア」 
(8)-1​ 設置する。(マーカーコーン) 
(8)-2​ 戦術的指示は、テクニカルエリア内からその都度1名の役員が伝えることが 

できる。 
 

(9)「第4審判」 
 任命する。 



 
(10)「アディショナルタイム表示」 

実施する。 
 

(11)「負傷した競技者の負傷程度を確かめるために入場を許される役員の数」 
2名以内 

 
(12)「熱中症対策」 

各会場にWBGTを備え、JFA熱中症対策ガイドラインに従い、飲水タイムもしくは
CoolingBreak(3分)を設定する。 

 
(13)「試合の中止および中断の決定」 

(13)-1​ 悪天候(豪雨や雷など)などにより、競技することが困難であると主審 
もしくはマッチコミッショナーが判断した場合には試合を中断する。 
その後、試合の再開が難しいと判断された場合には、競技委員長との協議の 
うえ試合の中止を決定する。 

　​ (13)-2​ 試合を中断し、やむをえず中止を決定した場合は、以下の通り試合を 
確定する。 

　　　　​ ①1st Half  終了前：無効　②1st Half  終了後：試合成立 


